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平成２９年度国体候補選手の選考基準について 
 

（必ず選手本人が本書を熟読確認してください） 
 
 
平成２９年度の国体候補選手は、４月１日（土）～２日（日）に長瀞で行われる東京都春

季大会兼国体１次予選における国体種目競技の各上位３名を対象に選考します。 ただし、

同競技会においては５０ｍ３×４０が行われないため、５０ｍ３×２０の記録を２倍換算し

ます。 また１０ｍ種目に関しては、４月９日（日）開催の１０ｍ競技会も含めた最上位の

記録ひとつのみを対象とします。 
 
・国体参加を希望する選手は、必ずこの競技に参加しなければなりません。 
・やむを得ない理由で参加できない選手は、３月および４月に国内開催される日ラのＧ３＋

以上試合、東ラのＧ４以上の試合あるいはワールドカップ等ＩＳＳＦの試合のうち１試合

を、２月末日までに代替の選考対象として指定してください。 
・国体選手の最終決定は、上記東ラ１次予選に続く東ラ２次予選および日ラ東日本選手権の

３試合の記録の平均点により選考しますが、平成２９年度は東ラ２次予選および日ラ東日

本選手権の日程が５月２８日で重複するため、この指定試合３種に出場できない選手は、

前記同様に１試合を２月末日までに代替の選考対象として指定してください。 
・これら代替試合の指定は、メールあるいはＦＡＸにて選手本人が選手強化委員長まで直接

連絡してください。 
・ＣＰに関しては国体選手の決定まで含め警視庁に委任しますが、４月に国体出場を希望す

る民間人のＣＰ選手が現れた場合は、別途選考会を開催する場合もあります。 
・ジュニアに関しても同様に決定まで高体連に委任しますが、ＡＲの選手は可能な限り長瀞

でのこの競技に参加してください。 
・複数種目への参加により、同一選手が多数３位以内に入った場合は、点数を考慮の上で４

位以下の選手が選考される場合もあります。 
・東京都体育協会のオリンピック候補選手強化事業の対象選手も、これと同様の選考基準と

します。 


